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1 Introduction

トカマクプラズマの測定において、高速カメラの

測定は最も有用な手段の 1 つである。カメラを用

いたトモグラフィ撮像はプラズマの位置や形状、揺

動を解析することができる [1]。

小型装置では一般的に測定機器の兼ね合いによ

り、多くのカメラをポロイダル面上に設置すること

は困難である。そこで、本研究室の小型トカマク装

置 PHiX では、トロイダル接線方向のみからの撮

像をし、輻射光が軸対称であると仮定して視線計算

を行った。その際、可視光での撮像を行ったため、

真空容器内の構造物からの反射光も無視できない。

これを、2 つの反射モデル (Phong and Lambert

model)を仮定し、その寄与を考慮した [2]。

2 Numerical Model

カメラの観測データを g(データ数 L), 得られる

断面画像データを f(データ数 N) とすると、次式

のような線型方程式が成り立つ:

gi =

N∑
j

Tijfj (i = 1, . . . , L). (1)

ここで、Tはカメラのピクセルと、断面図のピクセ
ルを結びつける変換行列であり、次のように定義

した:
T ≡ H+ c(M(p) + clM(l)). (2)

ここで、Hは反射考慮なしの行列、M(p) は鏡面反

射モデルである Phongモデルの行列、M(l) は拡散

反射モデルである Lambert モデルの行列である。

また、cl はその二つのモデルの寄与の相対的な重み

づけを表すパラメータであり、cが反射モデル全体

の寄与の割合を表すパラメータとなっている。こ

れら二つのパラメータに対して最適化を行う必要

がある。

3 Result

使用カメラは Phantom LAB110で、レンズカメ

ラであるが、絞りを絞ることでピンホールカメラと

仮定した。撮影解像度は 512× 256pxだが、計算機

の都合上、256× 128pxにリサイズしたものを観測

値とした。また、再構成画像の解像度は 128×91px

とし、(1) 式の解として、Thikhonov-Philips 解を

採用した [1]。発表では、具体的なパラメータごと

の結果と今後の課題を述べる。

(a) ECR 放電画像 (b) 反射光計算画像 (c) shot#3840 画

像

(d) (c) 画像の再構成画像 (c = 0.002, cl = 0.3)

図 1 得られたデータ画像。(b) については光源

は一様 (fi = 1)で cl = 0.05を仮定している。
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